





























































































































































































































































































( )年( )組( )番氏名( )男・女
技術科の授業で、それぞれの項目について自分の当てはまるところに
Oをつけてください。
なお、この調査は成績などには一切関係ありませんのでありのままを
回答してください。
練習)今日の気分はすぐれている
一1)製作では作業の練習が必要である
ど
ち
ら
どか
&^mォ
らい
かえ
とば_
LI号そ
謝
4-3-211
4-3-2-1
3)作業する前に確認をした4-3-2-1
5)授業ではめんどうくさい作業が多かった4-3-2-1
7)自分の作りたい作品をいよいよ製作できるとき、やる気がでる4-3-2-1
9)友だちの作品がrよい例」として紹介されたとき、やる気がでる4-3-2-1
1 1)作業するときは想像力が必要である4-3-2-1
13)作品の細かい部分までしっかりできた4-3-2-1
15)授業の製作学習ではおそるおそる作業を行った4-3-2-1
17)自分の興味がある内容を学習するとき、やる気がでる413-2-1
柵…陣菅軸増私感∈斌轡脚与二二二a$6fe?ミ.t'、亡詳:義;、f騨潤
19)作業や実験をしていて、少しむずかしいなと思うとき、やる気がでる4-3-2-1
ご協力ありがとうございました
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作学習に対する情意尺度の調査票3),技術科の
授業に対する意欲尺度の調査票Ll)の3つをもとに
再構成した。生徒の負担や時間の制約を考慮して,
各文献を参考に因子負荷量の高い項目,あるい
は要素全体と相関の高い項目を精選し,20項目
からなる「意識,情意,意欲の調査票」を再構成し
た。これらはすべて4件法で回答を求める形式に
なっている。表2に示すO
2.3調査対象及び調査期間
「製作経験の調査票」及び「意識,情意,意欲の
調査票」を用いた調査は,平成10年7月に兵庫県
のD中学校の3年生203名を対象に実施した。
3. 結果及び考察
3.1製作経験の実態
3.1.1対象
対象の度数分布による集計を表3に示す。 オル
ゴール,ラジオ,懐中電灯,貯金箱は小学校,中
学校の教材として取り入れられたものであり,半数
近くの生徒が製作経験があると回答している。
表3対象の度数分布
対
オルゴール
ラジオ
懐中電灯
プラモデル
貯金箱
工':". ㌔
竹細工
アクセサリー
ソーラーカー
版画
パズル
お菓子のおまけ
ライト
鉄砲
パチンコ
鉛筆立て
時計
ゲーム機
小物
モーターカー
自転車
カバン
飛行機
模型
その他.
80
72
69
51
40
so
34
34
32
32
31
21
20
20
19
19
19
17
14
14
13
13
10
10
274
また,プラモデル,アクセサリー一,竹細工,パズ
ルなども30名以上の生徒が製作経験があると回
答しており,家庭や野外活動などの学校以外の場
での製作もある程度の生徒が経験していると考え
られるO
3.1.2状況
状況の度数分布による集計を表4に示す。
技
術・家庭科の時間と図画工作の時間の学校にお
ける製作経験と,休みの勘遊びといった学校外
における製作経験に大別できる。 また,中学校に
おいては技術・家庭科,小学校においては図画工
作の時間を中心に製作学習が行われていることが
伺える。
3.1.3材料
材料の度数分布による集計を表5に示す。 ネ
ジ,電池は様々な対象に使用されており,日常生
活において関わりの深いものだと考えられる。 また,
木材,接着剤,釘は木製品を製作するのに必要な
ものであり,中学校技術科や小学校図画工作科で
製作経験をしていると考えられる0
3.1.4道具
道具の度数分布による集計を表6に示す。 ドラ
表4状況の度数分布
数
技
休みの日
r:r.、、
図画工作の授業
家族と一緒
野外活動
イベント・祭り
クラブ活動
非常時
理科の授業
地域の活動
手伝い
美術の授業
学校の行事
その他
196
183
168
34
26
12
Il1
994311
27
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表5材料の度数分布
木材
接着剤
電池
くぎ
金属
絵の具
電球
針金
モータ一
糸
タイヤ
'jilt
ビーズ
竹布
輪ゴム
プラスチック
ひも
アクリル板
紙ねんど
ゴム
キット
ボルト
バネ
歯車
ペンキ
ねんど
新聞紙
ガムテープ
不要品
その他
228
212
212
169
142
95
77
70
52
49
m
45
41
39
38
38
34
28
26
25
25
24
22
19
18
17
17
16
15
14
IE!
152
表6道具の度数分布表7作業の度数分布
ドライバー
カナヅチ
ハンダゴテ
T5AJ川罠
やすり
はさみ
彪刻刀
ノコギリ
ニッパ
キリ
te槻
ペンチ
ラジオペンチ
くぎ抜き
電動工具
糸のこ
製図道具
回路計
小刀
かんな
ドリル
ナイフ
針
木づち
その他
350
145
114
112
110
100
96
85
77
57
54
47
45
41
Ml
27
26
24
21
19
17
12
11
II
92
イバーが極端に度数が高いが,材料の項目でネ
ジという回答が多かったことを裏つけている。また,
50から100件の回答が得られた項目は木材加工・
電気等の中学校技術・家庭科の必修額域で使用
する道具という理由が考えられる。
3.1.5作業について
作業の度数分布による集計を表7に示す。 組み
立てが極端に度数が高いのは製作経験の調査の
特徴を表していると考えられる。また,ネジ締め
などは,素材・材料でネジという回答数とほぼ同数
で,関連があると推測される。他の度数が比較的
高い作業に関しても,技術・家庭科における木材
加工・電気という必修領域で行う作業である理由
が考えられる。
3.2製作経験の度数
組み立て
ネジ締め
切る
くぎ打ち
はんだ付け
けずる
分解
点検する
配線する
修理
調節する
ft],接する
ノコギリ引き
設計
仮組みする
曲げる
ねる
あむ
焼く
縫う
蝣'<蝣換
思い出し
.
とぐ
その他
439
220
132
124
120
114
107
95
82
70
66
60
55
45
32
31
27
22
21
18
14
It!
10
28
「製作経験の調査票」より得られた製作経験の
度数分布を図1に示す01人あたりの製作経験数
は1-3という回答が多く,実際に製作経験が少な
い,あるいは製作したことを記憶していない生徒が
5割程度いるということが明らかになった。
3.3製作経験の度数と意識,情意,意欲の関連
意識,情意,意欲の各要素・因子の得点を製作
経験の調査より得られた製作経験数の多い生徒と
少ない生徒で上位下位に区分し,分散分析を行
?た。結果を図2に示す。
全生徒の上位約25%に相当する経験数6-21
の生徒,下位約25%に相当する経験数2-1の生
徒を抽出し,製作経験数の上位群,下位群とした。
その結果,製作経験数の上位群は経験数6-21
の生徒53名,下位群は経験数2-1の生徒83名
であった。また,情意の製作学習における不安因
子のみ,下位群の得点が上位群の得点を上回っ
-52-
30
A25
20
12345679101112131415161718192021
製作経験〔件〕
図1製作経験の度数分布
た。このことより,多く製作経験をすることで,「苦手
だ」,「工具・機械を使うのが恐い」などいう製
作学習に対する不安を解消することが可能にな
ると考察される.
3.3.1製作経験数と意識の関連
製作経験数の上位群,下位群の意識における
差は,図2より,感情的イメージ,制御・評価的イメ
ージで1%水準,知的イメージで5%水準の有意
差がみられた。 このことより,製作経験を多く持つ
ことが,作業することへの好感,作品への愛着な
ど感情的イメ-ジを向上させていることが考察
される.さらに,自分の立てた作業計画に基づ
いて行動しているか判断し,必要ならば修正す
る制御・評価的イメージを向上させていること
が推察される。
3.3.2製作経験数と情意の関連
製作経験数の上位群,下位群の情意における
差は,図2より,製作学習における満足感因子,製
作学習における基本的態度因子で1%水準,製
作学習における不安因子で5%水準の有意差が
みられる。
このことより,製作経験を多く持つことが,製作
学習の楽しさや満足感を生徒に抱かせ,あるい
は,有用性を感じさせていることが推察される.
さらに,製作学習に対して前もって心構えをし,
協力していると推察される。
3.3.3製作経験数と意欲の関連
製作経験数の上位群,下位群の意欲における
差は,図2より,挑戦志向因子,認知的葛藤因子
で1%水準の有意差がみられる。 また,製作願望
因子,支援要求因子で有意傾向がみられる。
このことより,製作経験を多く持つ生徒は,ものを
製作する意欲が高く,ものを製作することを通して
驚きや,新奇性を求める意欲を増大させ七いる
ことが推察される.
しかし,製作願望因子,支援要求因子で有意傾
向がみられたにとどまった。 このような製作経験数
の多い生徒と少ない生徒で差が少ない結果に対
して,いかなる生徒もものを製作したいという製作
願望因子,あるいは教師や友人に支援を求める支
援要求因子をいだいていると推察される。
4. まとめ
本報告では生徒の製作学習に関する経験に関
する実態の把握を目的とし,小学生,中学生の製
作経験の分類と調査項目の作成を行い,調査を
行った。さらに,生徒の製作学習に関する経験の
実態と授業における意識,情意,意欲の関連を明
らかにすることを目的とし,各要素・因子間に関す
る分析及び考察を行った。
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車上位群平均点
田下位群平均点
知的イメージ
意識感情的イメージ
制御・評価的イメージ
製作学習における満足感
情意製作学習における不安
製作学習における基本的態度
意欲
製作願望
支援要求
挑戦的志向
認知的葛藤
**pく.01 *pく.05 †pく.10
得点
図2製作経験の上位下位の分散分析結果
その結果,製作学習に関する経験を「対象」,
「状況」,「材料」,「道具」,「作業」の5つのカテゴリ
ーに分類することができた。さらにそのカテゴリー
をもとに,「製作経験の調査票」を作成し,生徒の
製作活動に関する経験の実態を把握することがで
きた。その結果,多くの生徒は製作活動を学校教
育に依存しており,中学校技術科をはじめとする
「ものづくり」学習の重要性が示された0
また,製作学習に関する経験の数と製作学習に
対する意識,情意,意欲の関連を明らかにするた
めに「意識,情意,意欲の調査票」を再構成し,製
作学習に関する経験の多い生徒と少ない生徒の
差を分散分析を用いて検討した。その結果,製作
経験が多い生徒と少ない生徒との間に意識の感
情的イメージ,制御・評価的イメージ,情意の製作
学習における満足感因子,製作学習における基
本的態度因子,意欲の挑戦志向因子,認知的葛
藤因子において強い関連がみられ,製作を経験
することにより,学習に対する意識,情意,意欲が
高められていることが明らかになった。
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